
　

近
年
、
紫
式
部

伝

わ
り
な
物
語
を
読
み
直

。
京
都

と

を

機
会
が
あ
り
ま
し
た

め
た

づ
き

、
年
末
に
は
尾
道
浄
土
寺

（
二
〇
二
四
年
度
現
在
、

で
一
般
公
開

　

る
古
典
文

生

す

時
代
に
出
会
い
ま

・
和
泉
式
部
物
語
』
の
研
究
に
基

学
の

え
る
風
変

で

で
す
。
折
し
も
紫
式
部

「
光
る
君
へ
」
が
放
送
さ

作
成
し
二
〇
二
四
年
に
公
開
（
出
版
）
へ

『
紫
式
部
物
語

、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
か
ら
二
〇
二
三
年
の
夏
に
校
訂

を

う

と
い

主
人
公
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

を
れ

氏
物
語
図
扇
面
貼
交
屏
風
」

げ
ん
じ
も
の
が
た
り
ず
せ
ん
め
ん
は
り
ま
ぜ
び
よ
う
ぶ

本
文

経
緯

マ蔵
「
源

東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
収
蔵
中
）
が
浄
土
寺

さ
れ
ま
し
た
。

紫
式
部
や
『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す

の
関
心
が
各
地
で
高
ま
る
な
か
、
尾
道
文
学

学
へ

談
話
会
第
一
回

18

30

20:

で
～も

、
尾
道
市
役

噌
で
は
あ

『
紫
式
部
物
語

を
「
話
の
種
」

し
て
談
話
を

00

、
手
前
味

・
和
泉
式
部
物
語
』
の

と

お

こ
　

と
ごで

すれ
ば

（
四
月
一
五
日
・
月
曜
日
・

:

所
２
Ｆ
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
１
Ⅱ
）

り
ま
す
が
早
々
に
、

平
安
時
代
を
め
ぐ
る
異
聞

な
い
ま
し
た
。

本
稿
は
、
あ
く
ま
で
も

進
行
の
記
録
用
と
し
て
概
説
に
と
ど
め
た
点
や

そ
の
際
に
用
い
た
資
料
紹
介

参
加
の
皆
様
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

。

ア々
な

お
寄
せ
い
た
だ
く
覚
書

し
て

や
、
平
安
の
様

と

い
た
だ
け ン

ケ
ー
ト
結
果
も
個
人
情
報
保
護
の
た
め
に
割
愛
し
た
内
容
も

あ
り
ま

人
物
像
に
思
い

と
存
じ
ま

す
。
当
日
の
談
話
の
振
り
返
り

をす
。

－45－

〈
談
話
記
録
〉│　

資
料
紹
介
・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果　

│藤　

井　

佐　

『
紫
式
部
物
語
・
和
泉
式
部
物
語
』
の
平
安
異
聞
を
楽
し
む

　

美



で

資
料
紹
介

【
資
料
№
】
書
名
等

＊
概
説
、
留
意
点
等
（
談
話
資
料
に
掲
載
し
た
訳
は
本
稿

割
愛
）

を

『
紫
式
部
物
語
・
和
泉
式
部
物
語
』
紹
介

本

め
ぐ
る
研
究
史
、
校
訂
本
文
に
つ
い
て
は
、

　

・
翻
刻
ー
」

平
安
文
学

附
・
和
泉
式
部
物

（

研

ー
『
小

と
は
何
か

和
泉
式
部
物
語
』

『

二
〇
〇
九
年
）

・
 

考 （
廣
田
収
・

再ー
」

と
は
何
か
』　

『
小
式
部
』
伝
本
・
八
本
の
う

武
蔵
野ち

『
紫
式
部
物
語言

葉

思
想
』
所
収

・
和
泉
式
部
物
語
』

と

　

　
　

　
　 【

資
料
１
】

＊
書
誌
や
伝

以
下
の
内
容
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

○
藤
井
佐
美
「
新
資
料
『
紫
式
部
物
語

語
』
紹
介　

ー
解
題
・
影
印

究
・
衣
笠
編
』
所
収　

和
泉
書
院　

○
高
橋
亨
「
物
語
に
お
け
る
和
歌

式
部
』
と
『
紫
式
部
物
語
・

辻
和
良
編
『
物
語
に
お
け
る
和
歌

書
院　

二
〇
二
〇
年
）
。

の
「
衣
笠
本
」
と
位
置
づ
け
。

○
藤
井
佐
美
「
衣
笠
本

校
訂
試
案
」
（
『
日
本
古
典
文
学
の

武
蔵
野
書
院　

二
〇
二
四
年
）

○
書
誌所

蔵　
　

形
態　
　

個
人
蔵

袋
綴
一
冊
、
四
針
眼
訂
法
、
横
十
五
．
七
糎
、

　
　

表
紙　
　

と
も
破
損
大
、
紺
地
に
金

、
逆
さ
綴
じ
、
綴
じ
糸
白

題
簽

　
　

　
　

内
題　

　
　
　

ふ
物
か

き
ふ
物
語
」

奥
書　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

印
記　
　

物
か
た
り
」
下
部

　
　

そ
の
他　

し
、
補
入
箇

、
九
丁
表
袋
内
側
に

【
資
料
２
】
紫
式
部
、

小
式
部
（
小
式
部
内
侍
）

。

一
筆
書
、
注
記
等
書

縦
二
十
一
．
六
糎
、
墨
付
三
十
二
丁

前
表
紙
・
後
表
紙

の
橋
と
蓮
華
の
絵

色無
し

一
丁
表
一
行
目
、
「
む
ら
さ
き
し
き

た
り
」

十
六
丁
表
四
行
目
、
「
い
つ
み
し

無
し

内
題
「
む
ら
さ
き
し
き
ふ

に
朱
印
「
春

景
ヵ□

」

き
入
れ
無

所
有
（
補
入
記
号
無
）

銀
杏
一
葉
有

和
泉
式
部
、

＊
登
場
人
物
三
人
「
…
…
式
部
」
の
名
か
ら
、
略
称
「
式
部

物
語
」
と
し
て
人
物
情
報
の
確
認
。

【
資
料
３
】
「
式
部
物
語
」
の
構
成

〈
紫
式
部
物
語
〉

①
紫
式
部
の
容
姿
と
歌
・
仏
道

②
紫
式
部
の
娘
の
歌
の
才

③
紫
式
部
の
石
山
参
詣
と
、
娘
の
継
子
譚
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と
本
尊
を
描
か
せ
た
後
の
下

歌
・
琴
の
才

と

⑥
娘
の
病

④
『
源
氏
物
語
』
六
十
帖

向
⑤
娘
の
容
姿と

平
癒

⑦
和
泉
式
部
（
娘
）
の
容
姿

⑧
酒
呑
童
子
退
治
譚
と

と

、
褒
美
と

の
和
泉
式
部

舞
の
才

し

と
、

て

⑨
紫
式
部
（
母
）
か
ら
和
泉
式
部
（
娘
）
へ
の
教
え

⑩
在
原
業
平
の
譬
喩

⑪
紫
式
部
の
石
山
参
詣

『
源
氏
物
語
』
の
五
巻

赤
染
衛
門
の
交
流

保
昌
の
復
縁

て
伴
う
上
京
と
繁
栄

と

〈
和
泉
式
部
物
語
〉

⑫
和
泉
式
部
と

て
子

⑯
母
娘
の
再
会

の
成
長と

を

の
小
式
部
（
娘
）
の
詠
歌

、

⑬
和
泉
式
部

⑭
和
泉
式
部
の
子
（
娘
）
捨

⑮
捨

養
父
母

⑰
帝
の
御
前
で

⑱
和
泉
式
部
（
母
）
と
小
式
部
（
娘
）
の
歌
道
奨
励

【
資
料
４
】
式
部
物
語
の
前
半
「
紫
式
部
物
語
」
の
あ
ら
す

じ

に
紫
式
部

で

夜
不
思
議
な
夢
を
見

中
頃
、
上
東
門
院
（
中
宮
彰
子
）
の
も
と

い
う
才
色
兼
備

て

を

と

信
仰
心
の
篤
い
女
房
が
い
た
。
あ
る

懐
妊
し
、
美
し
い
女
児

産
ん

だ
。
そ
の
子
は
幼
い
頃
か
ら
和
歌
に
秀

て
石
山
寺
に
籠
も
り

紫
式
部
は
や
が

六
十
帖
を
書
き

手
に
預
け
ら
れ
て

、

こう
鬼
が
出

て

歌
が
鬼
神

の
春
に
は
鬼
神
に
魅
入
ら
れ
て

を
感
動
さ
せ

娘
も
中
宮
の
目
に

け
た

。
和
泉
式
部
は
そ
の
後
、
歌
の
名
人
・
道
命・

て

。

こ
れ
を

え
ら
れ
て

母
・

『
源
氏
物
語
』

い
た
。

で
て

、

上
げ
る
が
、
幼
子
は
そ
の
間
、
継
母
の

辛
い
思
い
を
し
た
。
ま
た
、
十
三
の

重
病
に
罹
る
が
、
詠
ん
だ

事
な
き
を
得
た
。
こ
う
し
て

ま

で
お

と
い

い
た
。
勅
命

り
、
和
泉
式
部
の
名

酒
呑
童
子

を

っ
奪

て

を
と

仕
え
し
た
。
そ
の
頃
、
都
に
は
夜
ご
と

て
人
の
命

受

源
頼
光
・
保
昌
は
住
吉
明
神
の
加
護
に
よ
り
、
見
事
に

鬼
を
退
治
し
、
保
昌
は
そ
の
勲
功
に
よ
り
和
泉
式
部
と

結
ば
れ
た

法
師
と
浮
き
名
を
流
す
が
、
そ
れ
を
聞
き
知
っ
た
母

紫
式
部
は
『
伊
勢
物
語
』
の
在
原
業
平
の
故
事
を
引
い

娘
を
諭
し
た
。
そ
の
後
、
紫
式
部
は
ふ
た
た
び
石
山

寺
へ
詣
り
、
『
源
氏
物
語
』
六
十
帖
の
う
ち
の
五
巻
を

抜
き
取
り
外
部
に
出
さ
な
い
よ
う
隠
す
こ
と
に
し
た

外
に
公
表
す
る
と
石
山
寺
の
御
罰
を
蒙
る
と
伝

い
る
。

】
紫
式
部
の
容
姿
と
歌
・
仏
道
（
式
部
物
語
①
）

【
資
料
５

校
訂
本
文

中
頃
、
上
東
門
院
の
御
内
に
、
紫
式
部
と
い
ふ
賢
女
あ
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て

懸
か
る

り
。
そ
の
姿
妙
に
し

翠
の
簪
、
御
身
の
透

鬢
の
外
れ

楊
き

よ
り
、
顔
の
匂

き

柳
の
風
に
靡
く
が
如
し
。
翡

れ

、
薄
雲
に
月
の
透

た

れ
、
梅
桜
の
心
ば
へ
、
幽
玄

り
。
琴
の
、
琵
琶
の

てれ
を
も
つ

そ
の
身
た
だ
な
ら
ず
、、

か
、

通
り
た
る
風
情
、
乱

ひ

る

如
し
。
唇
は
芙
蓉
の
如
し
。
た
だ
姿
、
園
生
の
中
の
花

の
、
夕
映
え
に
咲
き
こ
ぼ

常
に
し
て
世
の
常
の
人
に
優
れ
た

上
手
並
び
な
く
、
ま
た
歌
の
道
、
昔
、
衣
通
姫
の
跡
を

継
ぎ
、
伊
勢
小
町
が
如
し
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
御
法

の
道
も
明
ら
か
な
り
。
龍
女
が
跡
を
訪
ね
、
法
花
経
を

不
断
読
み
け
り
。
此
の
よ
し
公
よ
り
聞
こ
し
召
し
給
ひ

、
や
が
て
召
し
出
さ
れ
、
釆
女
上
童
の
中
に
も
、
こ

て
一
と
す
。

【
資
料
６
】
紫
式
部
の
娘
の
歌
の
才
（
式
部
物
語
②
）
校
訂

本
文

あ
る
夜
、
不
思
議
の
夢
を
見
て
、

月
を
経
て
玉
を
延
べ
た
る
如
く
な
る
姫
を
儲
け
、
た
だ

世
の
常
の
人
の
子
と
も
見
え
ず
。
誠
に
い
つ
く
し
き
事

言
葉
に
も
及
び
難
し
。
程
な
く
成
人
し
て
、
既
に
六
つ

に
な
り
、
い
つ
く
し
さ
言
ふ
も
は
か
り
な
し
。
あ
ま
り

の
い
と
ほ
し
さ
に
姫
が
髪
を
掻
き
撫
で
て
、
我
と
く

ま
へ
て
か
ま
へ
て
、
歌
を
詠
み
習
へ
と
言
ひ
け
れ
ば

な
に
と
し
て
歌
を
ば
習
ひ
候
ふ
べ
き
と
、
お
と
な
し
や

か
に
問
ひ

て

れ
を

よ
く
よ
く

と
　
　

　
　
　

や
う
に
詠
み
た
り
け
る

け
る
。
あ
ま
り
幼
気
し
た
る
言
葉
な
り
け
り

を

と
て
、
笑

、
そ

を

、
夜
昼
も
二
心
な
く
好
め
ば
、
い
か
に
も
あ
る
ぞ

け

き
を

れ
ば
、
古
歌
の
面
白

見

本
に
せ
よ
。
伊
勢
、
小
町
が
詠
み
た
ら
ん

見
て言

ひ
け
れ
ば
、
か
の
姫
う
ち
笑
ひ
て
、

母
や
母
好
め
ば
歌
の
詠
ま
る
る
に

擂
粉
の
鉢
に
皿
添
へ
て
賜
べ

ひ

か

て

と
ぞ
言

や
。
乳
母
は
皿

壷
に
入
り

ぞ

と
、
娘
の
継
子
譚
（
式
部

紫
式
部
言
ひ

愛
し
け
る
。

【
資
料
７
】
紫
式
部
の
石
山
参
詣

物
語
③
）
校
訂
本
文

そ
の
後
、

け
る
は
、
我

、

な
に

け
れ
ば
、く

ぞ
言

ひを

宿
願
の
事
あ
り

継
母
御
に
従

て

言
ひ

で

ち

憎
ま
る
る
な
と

待

候

て

石
山
の
観
音
に
参
る
べ
し
。
三
七
日
籠
も
る
べ
し
。
そ

の
程
、

く

ひ
言

三
七
日
まひ

ふ
べ
き
。
と

け
れ
ば
、
十
日
ば
か
り

と

居
た
り
け
れ
ど
も
、

と

と
し

下
向
さ
せ
給
へ

け
あ
ま
り
幼
気
し

て

と

る
。
そ
の
後
、

て

継
母
に
附
き
て

、
い
つ
く
し
か
り
け
れ
ば
、
継
母
も

て
あ

憎
み
給
は
ず
。

あ
る
人
伊
勢
へ
参
り
け
る
が
、
土
器
の

二
つ
苞
に
し

り
け
る
に

る
を

、
一
つ
づ
つ
賜
び
た
り

や
う
な
る
小
鍋

。

、
継
母
我
ら
が
子
の
二
人
あ

こ
の
姫
に
は
賜
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きつ

と

居
た
り
け
る

く
づ
く

聞

き

き
て

　
　

　
　
　

と
う

れ
に

、
か
の
姫

ば
ざ
り
け
れ
ば
、
あ
ま
り
欲
し
さ
に
泣

が
、
折
節
軒
の
内
に
鶯
の
囀
り
け
る
を

、鶯
よ
な
ど
さ
は
鳴
く
ぞ
乳
や
欲
し

小
鍋
や
欲
し
き
母
や
恋
し
き

ち
詠な

が

め
、
涙
を

思

、
我
子
の
持
ち
た
る
を

流
し
け
れ
ば
、
継
母
御
も
哀

ひ
て

一
つ
乞

ひ
て

に
賜
び
け
り
。

【
資
料
８
】

＊
前
掲

紹
介
。

【
資
料
７

平
安
後
期
～
鎌
倉
時
代
の
説
話

【
資
料
９
】

鶯
よ
…
…
」

『
古
本
説
話
集
』
十
六
「
継
子
小
鍋
歌
事
」

】
に
関
連
し
継
子
話
の
類
話
を

を
紹
介
。

『
袋
草
紙
』
上
一
二
五
「
幼
児
歌　

の
解
説
文

＊
前
掲
【
資
料
７
】
に
関
連
し
継
子
話
の
類
話
紹
介
。
平
安

後
期
の
藤
原
清
輔
が
著
し
た
歌
論
書
よ
り
紹
介
し
、
昔
話

「
継
子
と
小
鍋
」
（
時
鳥
と
小
鍋
）
、
小
鳥
前
生
譚
と
継
子

譚
を
概
説
。

【
資
料
10
】
『
袋
草
紙
』
上
一
〇
二　

為
時
の
歌
を
め
ぐ
る

紫
式
部
に
関
す
る
解
説
。

＊
父
藤
原
為
時
の
官
職
に
由
来
す
る
「
式
部
」
と
「
紫
」
の

名
に
つ
い
て

【
資
料
11
】
『
源
氏
物
語
』
六
十
帖
と
本
尊
を
描
か
せ
た
後

て

の
大
般
若
の
裏
に
書

の
下
向
（
式
部
物
語
④
）
校
訂
本
文

そ
の
後
、
紫
式
部
石
山
にた

り
け
る
我
姿

源
氏
六
十
帖
作
り
、
石
山

を
、
絵
師
を
呼

を
造
り
、
こ
の
絵
を

べ
と
言
ひ
置
き
て
、
所

尊

提
を
弔

領
を

と
し

寄
せ

き

び
下
し
似
せ
絵
に
書
か
せ
、
庵
室

本

て
菩

て

ひ
て
賜

下
向
し
け
り
。
今
法
花
経
の
声
絶
へ
ざ
り

と
石
山
寺
所
蔵
土
佐
光
起
に
よ

】
紫
式
部
（
母
）
か
ら
和
泉
式
部
（
娘
）
へ
の
教

け
り
。

＊
『
源
氏
物
語
』
執
筆
経
緯

る
紫
式
部
像
に
つ
い
て

【
資
料
12

え
（
式
部
物
語
⑨
）
校
訂
本
文

と
言

け
る
に

々

ば
、
既
に
怪
し

び
寄
せ

も
習
い
け
れ

々

讒
、
呼を

都
に
そ
の
頃
、
道
命
法
師

、
和
泉
式
部
時

き
疑
ひ
を

に
よ
り
、
保
昌
少
し
荒
み
さ
せ
給

重
ね
け
れ
ば
、
母
の
紫
式
部
、

て

こ

け
の
事

ふ

歌
の
大
事

得
た
り
し
程
に
、
人

ひ

を

歌
詠
み
の
名
誉
あ
り

ど

の

り
。
既
に
年

聞
き
て

ひ
を
ぞ
教
ゑ
け

す
べ
か
ら

て
大
事
の

深
く

と
て

か
ら
ず
。
や
が
て

てや
が
て
い
か
な
る
事
を
も
言

、
よ
ろ
づ
の
女
房
の
振
る
舞

り
。
大
事
の
秘
事
な
り
。
左
右
な
く
人
に
見

ず
。
そ
の
詞
に
曰
く
、
人
に
交
じ
る
事
は
全

も
の
な
り
。
よ
く
よ
く
聞
く
べ
し
。
君
の
御
恵
み

、
我
ら
顔
し

ひ

片
方
の
人
目
並
ぶ
人
に
憎
ま
る
べ

付
け
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て

目あ
笑 、

ど
も
に
見
る

げ
に
見
ゆ
る
な
り
。

事
ふ

で
て
言

知
ら
ず
者
に
な
る
。

讒
せ
ら
る
る
も
の
な
り
。
又
人
に
交
じ
る
時

て
人
を
ば
見
る
べ
か
ら
ず
、
顔

て
見
れ
ば
、
憎

居
る
べ
か
ら
ず
。
又
お
か
し
き

、
人
の
笑
は
ば
、
少
し
も
惚
れ
惚
れ
と
し
て

ふ
と
も
我
識
り
顔
に
差
し
出

わ
ね
ば
、

さ
の
み
言
葉
多
く
物
言

を
嫉
む
や
う
な
り
。
又
思

ふ
べ
か
ら
ず
。
又
あ
ま

ふ

て
此
方

夫

顔
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
の
み

す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
ま
ま
遠
ざ
か
る
事
あ

色
な
け
れ
ば
、
か
へ
り

を

（
『
古
今
和
歌
集
』

、
ば
か
り
に

べ
し
。
目
ば
か
り
に

又
さ
の
み
俯
き
て

り
て

べ
し
。
悪
し
く
言

ふ
べ
か
ら
ず
。
一
向
に
言

総
じ
て

り
物
を
言
わ
ね
ば
、
人

に
向
き
て
も
、
思
わ
れ

物
嫉
み
深
く

る
べ
し
。
又
嫉
む
気

疑
ふ
事
あ

13

る
べ

。

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段

）
し

】
『
大
和
物
語
』す

る
物
語
。
愛
し
合
い
結
婚
し
た
男
女

歌
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
立
田
山
夜
は
に

【
資
料

が
一
人
行
く
ら
ん
」
の
概
説
。

紫
式
部
の
石
山
参
詣
と
、『
源
氏
物
語
』
の
五
巻
（
式

【
資
料

巻
十
八
、

＊
式
部
物
語
⑩
に
関

の
後
日
談
と
和

や
君

14
】

部
物
語
⑪
）
校
訂
本
文

か
や
う
に
様

参
る
な
り

々
と
て

で
御
教
へ
置

出

て

き
て

、
源
氏
の
六
十
帖
の
中

、
紫
式
部
は
又
石
山
へ

を
五
巻

て
深

こ
れ
一
説

く
納
め
け
り
。
源
氏
の
雲
隠

な
り
。
大
事
の
秘
事

れ
な
り

【
資
料 取

り
し

を。
人
に
見

罰
15

蒙
る
べ
し
。
あ
な
か
し

】
『
源
氏
物
語
』
六
十
帖

様
々

。
た

の
説
多

や
す
く

す
べ
か
ら
ず
。
ゆ
る
が
し
う
せ
ば
、
石
山
の
御

こ
あ
な
か
し
こ
。

（
六
十
巻
）
説
に
つ
い

て

】
に
関
連

、

て
宇
治
十
帖

＊
前
掲
【
資
料

い

を
14

。
一
般
に
五
四
帖

一
巻
に
す

す
（
五
四
巻
）

な
ど

方
が
あ
り
ま

『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』

な
ぞ
ら
え

読
み

推
測
し
た
説

る

よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
数
え

つ
い
て

巻
（

十
巻
、

華
玄
義
釈
籤
』
十
巻

は

『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
十
巻

『
摩
訶
止
観
』
十
巻
、

、

る
『
源
氏
物
語
』
巻
数
に
つ

と
言
わ
れ
ま
す
が

内
容
に
応
じ
て
ま
と
め
る

す
。
六
十
巻
説
に

鎌
倉
時
代
頃
か
ら
見
え
始
め
、
天
台
経
典
六
十

、

『
法
華
文
句
記
』
十
巻
、『
法

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
十
巻
）
に

を

か

る
流

ら
当
初
の
巻
数

、
仏
教
的
観
点
か
ら
『
源
氏
物
語
』

を

れ

すて

進
め
よ
う
と
す。

が
あ
り
ま

16
】

【
資
料

＊
前
掲
【
資
料

『
源
氏
物
語
』

『
源
氏
物
語
』
雲
隠

14

す

と
は

る
巻
の
情
報
。

と

と

】
に
関
連で

、
幻
巻

す
が
巻
名
だ
け
が
伝
え
ら
れ
て

れ

時
代
の

五
四
帖
の
巻
名
の
一
つ

さ

ま『
源
氏
物
語
』

匂
宮
巻
の
間
に
あ
る

い
ま
す
。
室
町

注
釈
書
に
も
見
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
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江
戸
時
代
初
期
成
立
の
阿あ

と
さ
れ

ふ

、

六
十
巻
説
に
格
好
の
巻
数

五
巻
と
す

る

・
雲
雀
子
・
八
橋
）

と
な
り
ま

る
点 「

雲
隠
六
帖
」

を

す
が

と
は
一
致

め
ぐ
る
考
え

【
資
料

＊
仏
教
的
立
場
か
ら
文

方

（
偽
り
飾
っ
た

方
）
が
平
安
中

や
和
歌
が

。

で

関
連
づ
け
も
話
題

す
る
菩
薩

を

、

り

ま

里
莫
本

（
雲
隠
・
巣
守
・
桜
人
・
法
の
師

ま
え
る
と

「
式
部
物
語
」
の
抜
き
取
り
を

し
ま
せ
ん
。

17
】

と
仏
教

『
源
氏
物
語
』学

＝す
が
、
一
方

卑

を

「
狂
言
綺
語
」

る
考
え

で

下

の
は
物
語

い
う
解
釈
も
あ
り
ま
し
た

と
す

も
の
、
作
り
物
語
は
罪

期
に
あ
ら
わ
れ
て
き

仏
道
修
行
の
一
助

と
ま

と
な
る

で
は

と

『
源
氏
物
語
』
の
読
み
方
は
仏
教

、
『
今
鏡
』

化
身
説
が
説
か
れ

説
氏
物
語
願
文

謡
曲
「
源
氏
供
養
」

【
資
料

＊
歴
史

や

」
は
、
物
語

を
め

は
な
く

導

く
面
が
あ
る
の

薩
と
い
っ
た
聖
の
化
身
だ
と

、
宝
物
集

紫
式
部
の
堕
地
獄
説
に
対

ま
し
た
が
、
堕
地
獄
説
か
ら
源
氏
供
養

く
内
容
（
源
氏
一
品
経
表
白
、
源
氏
物
語
表
白
、
源

、
お
伽
草
子
「
紫
式
部
の
巻
」

）
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
】
『
今
鏡
』
「
作
り
物
語
の
行
方
」

伝
え
よ
う
と
す
る
『
今
鏡
』
の
語
り
手
・
郎
女
「
あ

を
作
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
重
い
罪
業
で

、
『
源
氏
物
語
』
に
は
人
々
を
仏
の
教
え
へ

で

観
音
菩

し
て
堕
獄
説

、
紫
式
部
は
実
は
妙
音
菩
薩

を

と

や
否
定
し
ま
し

た
。

【
資
料

で

『
宝
物
集
』
巻
五
「
不
妄
語
」　

は

典

作
っ
た
罪
に
よ
り
地
獄
に
墜

でい
、
歌
人
が
集
ま
っ

う
話
が
思
い
出
さ

、
紫
式
部
が
『
源
氏
物

ち
苦
し
ん
で
い
る
様

て
経

れ
る
と

集
め
てを

巻人
の
心

ご
と

『
今
物
語
』
三
十
八
「
源
氏
供
養
」

、
紫
式
部
が
「
偽
り
事

と

を

し
地
獄
に
い
る
た
め
、
南
無
阿
弥
陀
仏

ほ
し
い
」

訴

19
】

＊
平
康
頼
編
纂
の
仏
教
説
話
集

語
』
を

子
を
あ
る
人
が
夢
に
見
た
の

を
書
写
し
て
供
養
を
し
た
と

伝
え
ま
す
。

【
資
料
20
】

＊
あ
る
人
の
夢
で

を

て
救
っ

【
資
料惑

わ

に
読
み
上
げ

21

て

え
た
話
。

】
式
部
物
語
の
後
半
「
和
泉
式
部
物
語
」
の
あ
ら

す
じ

を

わ
れ
て

て

母
に
た
し
な
め
ら
れ

門
は
和
歌

贈を
回
復

っ

出
雲
大
社
に
参
詣
し
、
神
前

と

す
る
こ

し
た
舞
曲
）
の
舞

と
が

、、切

貴
妃
が
得
意

昌
と
の
関
係

十
七
歳
の
春
に
女
児

東
寺
の
門
前
に
捨

れ
、
成
長
と
と
も
に
和
歌

て

授
け
祈
願
に
来
た
河
内
国
の
老
夫
婦
に
拾

に
養
育
さ

･

憔
悴
し
た
和
泉
式
部
に
、
赤
染
衛

慰
め
た
。
和
泉
式
部
は
巫
女
に
伴

で
霓
裳
羽
衣
（
楊

を
舞
い
、
夫
・
保

で
き
た
。
そ
し
て

を
産
む
が
宮
仕
え
の
身
を
憚
り

子
を
す

大

連
歌
に
秀
で

る
。
赤
子
は
清
水
寺
へ
子

わ
れ
て

た
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孝
行
娘
に
な
っ
た
。
時
は
流
れ

を

た
子

、
行
く
末
に
不
安

て

を

な
っ
た
娘

探
す

祈
願
し
た
和
泉
式
部
は
河
内
国

を
請
う
た

っ
か
け
に
十
一
歳
に

と
一

。
母
・
和
泉
式
部で

な
歌

見
事

か
ら
、
小
式
部

と
と
な
っ
た
。
あ
る
日
、
帝

が
大
切
に
し

が
、
小
式
部
が
歌

を

す
ば
ら
し
く
蘇
っ

む
べ
き
こ
と
で

あ
っ
た
。

「
式
部
物
語
」
登
場
人
物

江
匡
衡
に
嫁
し
藤
原
道
長
のと

（
式
部
物
語
⑫
）

赤
染
衛
門
の
交
流

旅
に
出
る
。
長
谷
寺

て

抱
く
年
齢
に
な
っ
た
和
泉
式
部
は
、
捨

で

の
奥
山
に
迷
い
込
み
、
偶
然
に
も
一
夜
の
宿

老
夫
婦
の
家
で
、
歌
の
贈
答
を
き

と
の
再
会
を
果
た
す

緒
に
都
へ
上
っ
た
娘
は
、
帝
の
住
吉
行
幸
の
場

を
詠
み
人
々
を
感
嘆
さ
せ
た
こ
と

内
侍
と
し
て
召
さ
れ
る
こ

て
い
た
小
松
が
枯
れ
た

詠
ん
だ
こ
と
で
小
松
が
瞬
く
間
に

た
。
ゆ
え
に
、
い
か
に
も
歌
の
道
は
嗜

あ
る
と
い
う
。
な
ん
と
も
め
で
た
い
こ
と
で

22
】
赤
染
衛
門
に
つ
い
て

で
大

。
以
下
、

て

23
】
和
泉
式
部概

説
。

と

【
資
料

＊
平
安
中
期
の
女
流
歌
人

妻
倫
子
に
仕
え
た

の
交
流
に
つ
い

【
資
料

校
訂
本
文

る
事
、
言
葉

和
泉
式
部
は
雲
の
上
人
の
中
に
も
勝

に
も
及
び
難
し
。
か

立
ち
し
か
ば
、
よ
ろ
づ
心
も
叶
は
ず
、
片
方
の
人

れ
た

や
う
の
折
節
、
道
命
法
師
に
名
は

々
に

ひ

て
は

、
世砕

をき

、
都
に
赤
染
衛
門

や
う
に

ひ
て

に
心
を

し
人
あ
り
し
が
、

を
ぞ
贈
り
け
る
。

し
ば
し
信
田
の
森

　
　

　
　
　

し
程
に
、
か

力
な
し
。
保
昌
に
暇
乞

水
あ
ら
ば
と
千
々

と
言
ひ

、
一
首
歌

を
見
よ

葛
の
浦
風

同
じ
世
の
程
ま
で
思
ひ
け
る

交
じ
る
も
恥
づ
か
し
く
思

い
か
が
あ
る
べ
し
と

浮
き
草
に
譬
へ
、
誘
ふ

し
折
節

和
泉
式
部
が
恋
を
訪
ひ

移
ろ
は
で

返
り
と
ぞ
す
る

聞
き
て
、
さ
て
は

ひ
思

こ
れ
を

や
と

と

は
ら
ん
物
か
和
泉
な
る

　
　

　
　
　

て
く
（
年
）
経
る
と

、
そ
の
返
歌
に
、

変

信
田
の
森
の
千
重
の
葛
の
葉

あ
り
。
男
女
の
道

わ
ら
ず
と
言
へこ

婦
な
り
。
そ
の
森

口
伝
あ
り
。

草古

【
資
料

【
資
料

＊
前
掲
【
資
料

の
根
を
絶

今
和
歌
集
』

25

え

）

】
赤
染
衛
門

こ
れ
は
和
泉
の
国
に
信
田
の
森

を

神
ふ

守
り
給

と
て

な
り
。
そ
の
神
の
色
変

り
。
赤
染
の
歌
の
信
田
の
森
は
尾
張
の
国
に
あ
り
、

の
森
の
神
は
出
雲
の
信
田
の
神
と
夫

に
は
葛
蔓
を
神
体
と
し
け
り
。
こ
れ
に
深
き

恋
路
の
森
な
り
。
習
ふ
べ
し
。

24
】
小
野
小
町
説
話

23
】
関
連
和
歌
「
わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き

て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
ん
と
ぞ
思
ふ
」
（
『

938

と
和
泉
式
部
の
交
流
に
つ
い
て
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＊
敦
道
親
王
が
和
泉
式
部
の
も
と

と
聞
い

に
通
い
始
め
た

で

て

ば
し
信
太

（
『
新
古

ふ
【
資
料

＊
心
変

1820

し

葛
の
う
ら
風
」

、
和
泉
式
部
の
返
歌
「
秋
風
は
す
ご

と
も
葛
の
葉
の
う
ら
み
が
ほ
に
は
見
え
じ
と
ぞ
思

1821
）

『
源
氏
物
語
』
五
十
一
帖
「
浮
舟
」
巻

な
い
歌
の
例
。
光
源
氏
の
孫
・
匂
宮
か
ら

と
も
変
は
ら
む
も
の
か
橘
の
小
島
の

【
資
料

＊
前
掲

葛
の

」
段
の
あ
ら
す
じ
か
ら
、
白
狐

『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』

を
母

信
田
の
森
の
千
重
の
葛
の
葉

「
と
す
る
安

赤
染
衛
門
が
式
部
に
送
っ
た
「
う
つ
ろ
は

の
森
を
見
よ
か
へ
り
も
ぞ
す
る

今
和
歌
集
』

）
と

く
吹
く

」
（
『
新
古
今
和
歌
集
』

26
】

わ
り
を
し

浮
舟
へ
の
歌
「
年
経

崎
に
契
る
心
は
」

27
】
…
…
和
泉
な
る 

【
資
料
23
】
浄
瑠
璃

葉
子
別
れ

倍
晴
明
伝
説
紹
介
。

28
】
紫
式
部
か
ら
見
た
和
泉
式
部
（
『
紫
式
部
日
記
』

】
紫
式
部
か
ら
見
た
赤
染
衛
門
（
『
紫
式
部
日
記
』

【
資
料

の
人
物
批
評
）

【
資
料
29

の
人
物
批
評
）

【
資
料
30
】
紫
式
部
か
ら
見
た
清
少
納
言
（
『
紫
式
部
日
記
』

と
し
て

の
人
物
批
評
）

＊
「
式
部
物
語
」
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
紫
式
部
に
よ
る

人
物
批
評
の
一
例

。

【
資
料

＊

】
御
伽
草
子
に
つ
い

を

、
「
御
伽

の
位
置
づ
け
に
つ
い

て

め
ぐ
る
伝
本
研
究
に
基
づ
き

て
説
明
。

【
資
料

宇
治
拾
遺
物
語
』

の

話
の
夫
「
橘
保
昌
」

31

「
式
部
物
語
」

草
子
」
と
し
て

32
】
狭
義
の
御
伽
草
子

＊
渋
川
清
右
衛
門
が
出
版
し
た
二
十
三
篇
。
文
正
草
子
・
鉢

か
づ
き
・
小
町
草
紙
・
御
曹
司
島
渡
・
唐
糸
草
紙
・
木
幡

狐
・
七
草
草
子
・
猿
源
氏
草
紙
・
物
く
さ
太
郎
・
さ
ゞ
れ

い
し
・
蛤
の
草
紙
・
小
敦
盛
・
二
十
四
孝
・
梵
天
国
・
の

せ
猿
さ
う
し
・
猫
の
草
子
・
浜
出
草
紙
・
和
泉
式
部
・
一

寸
法
師
・
さ
い
き
・
浦
嶋
太
郎
・
横
笛
草
紙
・
酒
呑
童
子

【
資
料
33
】
御
伽
草
子
「
和
泉
式
部
」
の
あ
ら
す
じ

＊
前
掲
【
資
料
32
】
関
連
話
。
一
条
天
皇
の
御
代
に
橘
保
昌

と
の
あ
い
だ
に
一
子
を
も
う
け
た
和
泉
式
部
は
そ
の
男
子

を
五
条
の
橋
の
も
と
に
捨
て
た
。
子
は
拾
わ
れ
て
や
が
て

比
叡
山
に
登
り
道
命
阿
闍
梨
と
い
う
高
僧
に
な
っ
た
。
あ

る
時
、
宮
中
の
法
事
に
召
さ
れ
た
道
命
は
三
十
歳
ほ
ど
の

女
房
を
見
染
め
契
り
を
交
わ
し
た
。
そ
の
後
、
男
を
我
が

子
で
あ
っ
た
と
知
っ
た
和
泉
式
部
は
、
播
磨
国
書
写
山
で

出
家
を
遂
げ
た
と
い

で
、
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
『
古
事
談
』

で
も
和
泉
式
部
と

と

い
る
。

う
発
心
譚
。
道
命
は
藤
原
道
綱
の
子

『

恋
愛
話
が
伝
え
ら
れ
て

い

こ
の

う
名
は
、
和
泉
式
部
の
二
人
の
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と
藤
原
保
昌
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。

】
御
伽
草
子
「
猿
源
氏
草
紙
」
の
あ
ら
す
じ

32

【
資
料

夫
の
橘
道
貞

34

＊
前
掲
【
資
料

源
氏
」

見
染
め
、

が
五
条
東
洞
院
の
美
し
い
遊
女

て
首
尾
よ
く
結
ば
れ

『
源
氏
物
語
』

歌
の
徳
に
よ
っ

名
は
、
滑
稽
な
印
象

の
光
源
氏
の
名
を

35

泉
式
部
の
恋
愛

】

を
例

「
猿
源
氏
草
紙
」
に
紹
介
さ

】
関
連
話
。
卑
し
い
身
分
の
鰯
売
り
「
猿

「
蛍
火
」
を

る
物
語
。
主
人
公
の

を
与
え
る
「
猿
」
と
、

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
物
語
の
中
で
和

話
と
し
て
紹
介
す
る
。

れ
た
「
和
泉
式
部

】
関
連
話
。
和
歌
説
話

34

「
猿
源
氏
草
紙
」
に
紹
介
さ
れ
た
「
鰯
好
き
の

【
資
料

の
色
好
み
」

＊
前
掲
【
資
料

【
資
料
36
】

和
泉
式
部
」

＊
前
掲
【
資
料

を
め

き

】
関
連
話
。
江
戸
後
期
に
は
紫
式
部

む
ら
さ

」

【
資
料

た
三
人

で

物
語
る
、
夢
想
懐
妊
、
継
子

子
話
、
酒
呑
童
子
話
、
道
命
法
師
説
話
、
夫
婦

『
源
氏
物
語
』
六
十
巻
説
、
女
訓
書
へ
。

『
尾
道
の
民

34

ぐ
る
伝
承
話
。
女
房
言
葉
「
鰯
」
＝
「

37
】
式
部
物
語
の
魅
力

＊
公
家
物
、
歌
人
伝
説
、
歌
徳
説
話
、
文
芸
に
秀

の
式
部
を
親
子
関
係
と
し
て

話
、
捨
て

復
縁
話
、

【
資
料
38

（

話
・
伝
説
』
「
和
泉
式
部
と
向
東
」

】
在
地
伝
承
「
尾
道
の
和
泉
式
部
」

）

と
き
眺

い

島
参
詣
の

と

う
こ
と
で

と
き
、
向
東

れ
て

大
嵐
に
遭
い
ま
し
た
。
船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
ゆ

す
。
和
泉
式
部
は
、
お

す
と
、
お
祈
り

の

を
嵐

を
お
静

届
け
く
だ
さ
っ
た

々
立

平
安
中
期
の
歌
人
和
泉
式
部
は
、

め
の
良
い
向
東
に
再

ち

厳

寄
っ
た

す
。
長
徳
四
年
（
九
七
九
年
）
の
参
詣
の

沖
で

、
今
に
も
沈
没
し
そ
う
で

守
り
を
天
に
向
け
て
高
々
と
さ
し
出

始
め
ま
し
た
。
「
い
っ
と
き
も
早
く
、
こ

め
く
だ
さ
い
。
私
の
願
い
を
お
聞
き

ら
、
お
寺
を
建
て
て

い
が
か
な
っ
て
、
や
が
て

ま
し
た
。
そ
こ

さ

着
き

れ
て

に
は
、
航
海
の
安
全

い
る
金
比
羅
宮
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

け
ら
れ
て

、

で
は
枯

は
伸
び
ず
横
へ
横
へ

江
浜
の
下
が
り
松
」

が
、
今

れ
て

で
き

の
来
訪
に
、
里
人
た

り
和
泉
式
部

こ
が
広
が
り
ま
し
た
。
恐

泉
式
部
は
先
に
菅
原
道
真
公
が
登
っ

い
る
山
へ
行
き
、

金
比
羅
宮
の
そ
ば
に
植
え
ま
し
た
。

と
枝
は
を

と
呼
ば
れ

し
ま
っ
て

ま
せ
ん
。
度
々

と
う
ち
と
け
て
い
き

の

た
人

と
、
近
く
の
古
い
池
に
龍
が
出
る

れ

々

あ
げ
ま
し
ょ
う
」
和
泉
式
部
の
願

嵐
は
治
ま
り
、
船
は
船
戸
に

を
守
る
と

と
き
、
和

て
天
神
山
と
名
づ

一
本
の
松
を
見
つ
け
る
と

こ

の
ば
し
、
や
が
て
「

の
松
は
、
上
へ古

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は

ち
は
す
っ
か

ま
し
た
。
あ
る
と
き

と
い
う
う
わ
さ

は
そ
の
こ
と
を
和
泉

－54－



を
聞
い
た
和
泉
式
部
は
、
そ

ぶ
と

ふら
唐
衣

ん

　
　

　
　
　

と
詠

。

も
近
所
の
人

を

くか
ら
愛
さ

式
部
に
話
し
ま
し
た
。
話

の
古
い
池
ま
で
足
を
運

へ
る
お
谷　

お
そ
し

龍
を
き
じ
と
た
れ

み

そ
れ
以
後
、
龍
を
見

、
と
ぞ
思

か
言
ふ

、
東
北
の
山
頂
に
龍
王
神

た

を
建

れ

た
お
礼

の
寺
に
は
和
泉
式
部

々

れ

ま
つ
り
ま
し
た

い
う
人
は
い
な
く
な
り
ま
し

て

こ

と

た
。
ま
た
、
和
泉
式
部
は
嵐
か
ら
守
っ

に
、
西
金
寺

ま
し
た
。

で

て

ま

の
供
養
塔
が
あ
り
、
今

す

、
柳
田
国
男

女

て
は

「
備
後
の
和
泉
式
部
」

（
『

）
の
論
考

て
い

と
も
あ
り
ま

。

＊
尾
道
の
和
泉
式
部
伝
説
に
つ
い

性

す

民
間
伝
承
』
所
収

。

ア
ン
ケ
ー
ト
結

　

手
掛
か
り
に
、
歴
史
上
の
人
物
の
伝
え

に
つ

果

補
足
資
料
（
藤
井
作
成
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

を

語
り
合
う
時
間
を

マ
の
タ
イ
ト

方

設
け
ま
し
た
。
以
下
は
終
了
後
に
ご

で
す
。や

ド
ラ

観

ル
一
覧
）

い
た
い
人
物
と

で
、
お
好

、
そ
の
人
物
の
魅
力

て
提
出
く
だ
さ
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

【
お
尋
ね
し
た
内
容
】

○
歴
史
小
説
の
主
人
公

を
き
な
人
物

教
え
て

マ
で

く
だ
さ
い
。

や
小
式
部
内
侍
を

、

（
恋
愛か

す

思
う
と
こ
ろ
な
ど

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
実
話
が
ど
う
か
な
ど

っ
た
が
、
和
泉

に
辿
り
着
く

た
か
。

＊
自
由
記
述

【
ご
回
答
の
内
容
】

○
和
泉
式
部

人
々
の
心
を
動

は
お
い
と
い
て
）

＊
『
紫
式
部
物
語
・
和
泉
式
部
物
語
』
の
登
場
人
物
に
つ
い

て
、
血
縁
関
係
な
ど
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ

の
歌
が
即
興
的
で
上
手
な
と
こ
ろ
や
、
紫
式
部
の
理
想
の

女
房
（
女
性
像
）
を
語
る
と
こ
ろ
な
ど
、
本
人
ら
し
さ
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

○
松
尾
芭
蕉
（
俳
句
の
セ
ン
ス
が
自
分
好
み
）
、
伊
能
忠
敬
（
日

本
全
国
を
自
分
の
足
で
歩
き
続
け
る
根
気
）

○
足
利
義
輝
（
辞
世
の
句
が
好
き
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
映
像
作
品
が
見
て
み
た
い
）

○
杉
田
久
女
（
高
浜
虚
子
に
嫌
わ
れ
て
な
が
ら
も
…
…
。
田

辺
聖
子
さ
ん
の
杉
田
久
女
像
が
よ
か
っ
た
で
す
。
女
性
の

俳
人
と
し
て
大
変
魅
力
的
な
ど
感
じ
ま
し
た
）
、
山
田
方

谷
（
方
谷
駅
に
行
っ
て
み
ま
し
た
）

＊
本
日
は
楽
し
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
与
謝
野
晶
子
（
歌
の
世
界
で
、
女
と
し
て
ど
う
生
き

歌
人
・
妻
・
母
の
両
立
の
生
き
方
）
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聞
い
て
い
た
だ
い
た
の
は
良
か
っ
た
で

＊
参
加
者
の
声

す

を

。
楽
し
い
お
話
を

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
朝
胡
巡
島
記
』

あ

○
朝
胡
三
郎
義
秀
（
豪
放
磊
落
、

聞
志
』
、

『
鎌
倉
見）

、

『
近
世
説
美
少
年
録
』

）

）
陶
晴
賢
（
悪
い
美
少
年
、

神
道
徳
二
郎
（
義
賊
『
天
明
水
滸
伝
』

を
主
役
に
し
た
も
の
が
見
た
い
。

＊
悪
の
人
物

○
良
寛
の
人
生

○
聖
徳
太
子
、
日
蓮
（
現
代
の
世
相

う
と

学
者

讃
え
た

興
味
が
あ
る
。

と

と

＊
初
め

し
少
し
若

思
い
起
こ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

、
義
経
（
子
供
心
に

を
思

特
に
日
蓮
は
内
村
鑑
三
が
日
本
三
大
文

聞
い
て
い
る
た
め
）

て
参
加
で
し
た
。
学
生
時
代
を

返
る
事
が
で
き

（
尾
道
に
関
係
し
た
人
）

れ
ら
れ
な
い
）

す

は
感
じ

で

歌
で

り
、
金
時
豆

○
足
利
尊
氏

京
の
橋
の
話
が
忘

○
菅
原
道
真
（
東
風
吹
か
ば
の
歌
）

＊
素
敵
な
男
性
で
は
な
か
っ
た
か

が
、
と
て

思
わ
れ
、
泣

り
、
今
も
学

。
（

○
金
太
郎

に
な

た
い

身
近
な

で
す
。
子
の
金
平
は
キ
ン
ピ

と
私

も
最
後
は
お
気
の
毒
な
人
生

そ
う
に
な
り
ま

き

、
神
楽

問
の
神
に
な
っ
た
事
は
感
動
し

で知
ら
れ

も

て
い
ま

も
あ
っ
た
か
と

す
。
悪
人
か
ら
神
様
に
な

て
い
ま
す
。

で
は

人
の
こ
と
を
も
っ
と

ラ
ゴ
ボ
ウ

酒
呑
童
子
の
家
来

知
り

の
名
に
つ
い

て
い
ま
す

＊
歴
史
小
説

『
金

枝
篇
』
の
現
在
の
評
価

で
す

、

○
滝
沢
馬
琴
、

い
ろ
い
ろ

や

り
、
大
河
ド
ラ

で

ど
う
描
く
か
、

フ
レ
ー
ザ
ー
の

。

西
行
（
北
斎
美
術
館
に
行
く

か

せ
ん
が
楽
し
そ
う

ど

と
マ

す
。
馬
琴

う
ド
ラ

＊
継
子

わ
い

れ
な
か
っ
た

う
展
開
が
、
光
源
氏
が
か

と
い
う
、
弘

ま
し
た
。

え
て
や
ま
と
の
く
に

ね
）

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

を
知
り
た
い

葛
飾
北
斎
、

破
天
荒
だ
っ
た
こ
と
も
わ

れ
ま

や
人
格
を

で
す
）

じ
め
な
か
っ
た
と
い

で
憎
み
き

思
い
起

さ
れ

乗
こを

い
る
の
でり

越）

で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

て
い

を

な
い
の
で

発
揮
し
た
の
か。

昔を

て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
にん

に
し
に
く
い
か
も
し

西
行
も
人
間
関
係

マ
に
な
る
か
知
り
た
い

を
い

ら
し
か
っ
た
の

徽
殿
の
あ
た
り
を

○
神
武
天
皇
（
多
く
の
苦
難

を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
て

＊
卑
弥
呼
は
永
遠
の
テ
ー
マ

ざ
い
ま
し
た
。

○
聖
徳
太
子
、
卑
弥
呼
（
よ
く
分
か
っ

の
時
代
に
カ
リ
ス
マ
的
な
力
や
能
力

知
り
た
い
）

＊
二
人
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
さ
す
ぎ

な
り
ま
す
か
ね
え
。

○
藤
堂
高
虎
（
主
君
を
次
々
と

ど
ん
変
え
て
い
る
時
代
で
あ
る
）

変
え
た
。
今
は
会
社

、
小
早
川
隆
景

を
ど

（
隆
景
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高
山
城
か

移
し
た
）

あ
り
、
招
来
は
海
の
時
代
が
来
る

を

、
加
藤
清
正

と

（
豊
臣
の
た
め
忠

れ
て

思
っ
た
が
難
し
くち

よ
か
っ
た
。

て
何

思
っ
て

の
す

『
源

回
も
挫
折

い
る
。

ぐ
前
の
女

は
智
将
で

ら
三
原
へ
城

節
を
尽
く
し
た
）

＊
本
日
は
老
若
男
女
た
く
さ
ん
参
加
さ

氏
物
語
』
は
読
も
う
と

し
、
和
歌
を
理
解
す

○
明
治
、
大
正
時
代
の
女
性
た
ち

性
た
ち
が
、
い
か
に
生
き
抜
い
て
き

る
素
養
も
必
要
だ
と

（
私
たた

か

、

を
見
た
い
）

○
関
羽
雲
長
、
織
田
信
長
、
髙
杉
晋
作
（
三
国
志
演
義
の
裏

の
主
人
公
。
物
語
で
は
人
格
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
終

盤
は
年
老
い
て
傲
慢
に
な
り
捕
ら
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ

る
）

＊
人
物
の
人
生
、
良
く
も
悪
く
も
が
面
白
い
。

○
楠
木
正
成
（
主
君
に
仕
え
、
大
軍
を
小
軍
で
迎
え
撃
ち

頭
脳
戦
で
戦
い
抜
い
た
漢
）
、
吉
備
真
備

○
吉
備
真
備
（
遣
唐
使
関
係
の
話
を
描
い
て
当
時
の
国
際
交

流
の
有
り
よ
う
を
見
せ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
っ
た
り
し

ま
す
）

○
山
本
五
十
六
（
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
行
動
や
考
え
方
）

を
相
手
に
す
る
と
こ
ろ
）

し
く
批
判
し
た
人
と

を
知

る
こ

＊
紫
式
部
の
、
人

と
が
で
き
て

○
光
源
氏
（
い
ろ
い
ろ
な
女
性

を
厳、

い
う
側
面

「
式
部
物
語
」
も
面
白
か
っ
た
。

ク

ョ
ン
の
世
界
で
は

技
な
ど

○
服
部
半
蔵
な
ど

並
み
外
れ
た

＊
今
日
の
講
義
は
今

か
な
と

の
忍
者
（
フ
ィ

、
と
て

で

思
い
ま
し
た
。
談
話
の
意
見
に
「

た
「
本
当
っ
ぽ
さ
」
が
大
好

人

シ

も
カ
ッ
コ
イ
イ
）

い
う
二
次
創
作
の
よ
う
な
も
の
な
の

こ
の
作
品
自
体

と
い
う
意
見
が

々
（
最
近
の
創
作
に
慣
れ
親
し

ん
な
り
面
白
く
読
め
る
か
な
と
思

や

で

そ
の
中
に
あ

き
な
の

楽

の
何
が
面
白
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
」

あ
り
ま
し
た
が
、
若
い
人

ん
で
い
る
人
）
に
は
す

い
ま
し
た
。
私
は
、
「
と
ん
で
も
設
定
」

る
ち
ょ
っ
と
し

し
か
っ
た
で
す
。─

ふ
じ
い
・
さ
み　

日
本
文
学
科
教
授
─
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